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(57)【要約】
伝導性コーティングを有する光学要素を備えるデバイス
。デバイスは、光学要素、伝導性材および少なくとも１
つのコネクタを含み得る。伝導性材は、光学要素の少な
くとも一部分に設けられる。光学要素は、例えば、内視
鏡の対物レンズであってもよいし、光カプラであっても
よい。コネクタ（端子として作用するもの）は、伝導性
材にエネルギー（例えば、電力）を供給することができ
る。一態様では、伝導性材は、光学的に透明な材料であ
る。有利には、デバイスは、伝導性コーティングを介し
て対象（例えば、身体組織または他の物質）にエネルギ
ーを印加するのと並行して、対象の視覚化を可能にする
ことができる。これにより、エネルギーが供給されると
き、ユーザーは、組織および他の物質の変化をリアルタ
イムで観察することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
デバイスであって、
　光学要素、
　前記光学要素の少なくとも一部分に設けられる伝導性材、および
　前記伝導性材にエネルギーを供することができる少なくとも１つのコネクタ
を有して成る、デバイス。
【請求項２】
前記光学要素が、画像キャプチャ・デバイスと共に使用されるように構成される、請求項
１に記載のデバイス。
【請求項３】
前記光学要素が、画像キャプチャ・デバイスに嵌合するように構成される、請求項２に記
載のデバイス。
【請求項４】
前記画像キャプチャ・デバイスが、スコープである、請求項３に記載のデバイス。
【請求項５】
前記画像キャプチャ・デバイスの端部が、スコープ・レンズを含み、また前記光学要素が
、該スコープ・レンズの少なくとも一部分に適合するように構成されるカプラを含む、請
求項４に記載のデバイス。
【請求項６】
前記カプラが、レンズを含む、請求項５に記載のデバイス。
【請求項７】
前記光学要素が、スコープの遠位端に一体的に載置される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項８】
前記光学要素が、レンズである、請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
前記光学要素の一部分が、前記レンズの外側の遠位面の一部分である、請求項８に記載の
デバイス。
【請求項１０】
前記伝導性材が、前記光学要素の一部分に設けられるコーティングである、請求項１に記
載のデバイス。
【請求項１１】
前記伝導性材が、少なくとも部分的に透明である、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
前記伝導性材が、伝導性酸化物を含む、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
前記伝導性酸化物が、チタン伝導性酸化物およびアルミニウム伝導性酸化物から成る群か
ら選択される、請求項１２に記載のデバイス。
【請求項１４】
前記コネクタが、電源に接続されるように構成される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１５】
前記伝導性材が、少なくとも部分的に透明である、請求項１４に記載のデバイス。
【請求項１６】
前記電源をさらに有して成る、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１７】
前記伝導性材が、前記コネクタから電力を受けるように、また熱エネルギーを生じて該伝
導性材に隣接して設けられる組織に伝えるように構成される、請求項１に記載のデバイス
。
【請求項１８】
前記伝導性材と組織との間に静電容量場を生み出すように構成される光学的に透明な誘電
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層をさらに有して成る、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１９】
前記伝導性材が、少なくとも２つの略平行な伝導性ストリップを含む、請求項１に記載の
デバイス。
【請求項２０】
アッセンブリであって、
　観察端部を有する画像キャプチャ・デバイス、
　観察端部を支持するポジショニング・アッセンブリ、
　観察端部上に設けられ、該観察端部にわたってエネルギーが伝達されるように配置およ
び構成される伝導面、ならびに
　エネルギーを前記伝導面に供給するように構成される電源接続部
を有して成る、アッセンブリ。
【請求項２１】
前記伝導面が、光学的に透明な表面である、請求項２０に記載のアッセンブリ。
【請求項２２】
前記観察端部が、スコープ・レンズを含む、請求項２０に記載のアッセンブリ。
【請求項２３】
前記伝導面が、前記スコープ・レンズ上にコーティングを含む、請求項２２に記載のアッ
センブリ。
【請求項２４】
前記アッセンブリが、前記伝導面に連結される少なくとも１つのコネクタを含む、請求項
２０に記載のアッセンブリ。
【請求項２５】
遠位端で前記コネクタに電気的に連結され、前記ポジショニング・アッセンブリによって
支持され、また近位端で前記電源接続部に接続される導体をさらに有して成る、請求項２
４に記載のアッセンブリ。
【請求項２６】
電源接続部が、電源から画像キャプチャ・デバイスに電力を伝えるように構成されるカテ
ーテルを含む、請求項２０に記載のアッセンブリ。
【請求項２７】
伝導面を複数有して成り、該複数の伝導面が重なり合わない、請求項２０に記載のアッセ
ンブリ。
【請求項２８】
前記伝導面が、第２伝導面によって前記電源接続部に接続され、また該第２伝導面が、白
金を含む、請求項２０に記載のアッセンブリ。
【請求項２９】
前記電源接続部がステンレス鋼を含む、請求項２０に記載のアッセンブリ。
【請求項３０】
前記伝導性材が、前記コネクタから電力を受けるように、また熱エネルギーを生じてリミ
ット・フォギングに伝えるように構成される、請求項１に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願との相互参照）
　本出願は、２０１５年６月２日に出願された米国特許出願第１４／７２８、８１２号の
利益を主張し、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　患者の、最小限およびより侵襲的でない手術（または外科処置、surgery）ならびに介
入的治療は、一般的に患者にとってより安全で、速く、外傷の少ないものである。従って
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、これらの処置は、一般外科および観血療法を含む、より侵襲的な形態の外科手術と比較
して、炎症、術後痛、感染リスクおよび治癒時間の低減を伴う。
【０００３】
　医療用途では、侵襲性の低いアプローチは、通常、診断、治療または操作に使用される
手によって、または遠隔器具を用いた、直接または遠隔視覚化を含む。用途には、小さな
切開（ミニ開胸術と呼ばれる）を伴う手術および手術部位の直接視覚化が含まれる。ある
いは、フレキシブルな（または可撓性の、もしくは柔軟な、flexible）結腸鏡を使用して
結腸を検査するか、または腹腔鏡を使用して手術部位を視覚化するなど、１またはそれよ
りも多い形態の遠隔視覚化を使用することができる。
【０００４】
　患者の体内の遠隔視覚化に関連する場合、様々なスコープが使用される。使用されるス
コープは、医師が身体の中にナビゲートする必要がある場合、処置に使用される手術器具
の種類、および手順の種類に適した侵襲レベルの程度に依存する。例えば、胃腸管内の視
覚化は、フレキシブルな胃鏡および結腸鏡および数十フィートおよび直径が１センチメー
トルを超えることができる長さを有する特殊十二指腸スコープの形態の内視鏡検査の使用
を伴い得る。これらのスコープは、スコープが患者を介してナビゲートされる場合に、医
師によって回転され、また統合にされ、または操作され得る。これらのスコープの多くは
、器具を通過させて支持する（またはサポートする、support）ための１またはそれより
も多いワーキング・チャンネル、組織を洗浄し、またスコープを洗浄するための液体チャ
ンネルおよび洗浄チャンネル、ナビゲーションおよび視覚化を改善するための通気チャン
ネルならびにスコープの視野に光を当てるための１またはそれよりも多いライト・ガイド
を含む。
【０００５】
　小型で柔軟性のない、または剛性なスコープ、または柔軟性と剛性を組合せたスコープ
は、医療用途にも使用される。例えば、関節を検査し、関節鏡手術（例えば、肩または膝
の手術）を行う場合、より小さく、より狭く、はるかに短いスコープが使用される。外科
医が関節鏡手術を使用して膝の半月板の裂傷を修復しているとき、膝の片側の切開部を介
して器具を通している間、膝の反対側の小さな切開部を通して、より短い、より硬いスコ
ープを挿入して損傷を視覚化する。視覚化を維持し、また修復を完了するために組織を操
作するために膝の内側で、器具はスコープを洗浄することができる。
【０００６】
　他のスコープは、例えば限定されないが、肺（気管支鏡）、口（腸管鏡）、尿道（膀胱
鏡）、腹部および腹腔（腹腔鏡）、鼻および洞（喉頭鏡）、肛門（Ｓ状結腸鏡）、胸部お
よび胸腔（胸腔鏡）および心臓（心臓鏡）における検査状況および治療状況へのスコープ
の使用を含む、侵襲性の低い内視鏡的処置を用いて診断および治療に使用することができ
る。さらに、ロボット医療デバイスは、ロボット・デバイスが評価し、治療している領域
を遠隔視覚化するためのスコープに依存している。
【０００７】
　上記スコープおよび他のスコープは、自然の開口部（例えば、口、洞、耳、尿道、肛門
および膣）を通って、また患者の皮膚、腔、頭蓋骨、関節を通って、または他の医療にお
いて適する挿入口を通って挿入され得る。上記医療用スコープを用いた内視鏡診断の例と
しては、消化器系疾患（例えば、悪心、嘔吐、腹痛、消化管出血）の症状を診断すること
、または診断（例えば、貧血、出血、炎症および癌の生検を行うことによる診断）、また
は疾患の外科的処置（例えば、破裂した虫垂の除去または胃内出血の焼灼）を含む。
【０００８】
　内視鏡、ロボットおよび他の医療処置において使用されるスコープなどの直接的および
遠隔視覚化デバイスは、画像キャプチャ要素の使用を介して、様々な方法で観察者に画像
を伝え、その画像キャプチャ要素は、（i）スコープの遠位端での対物レンズと接眼レン
ズとの間のリレー・レンズ、（ii）光ファイバー、（iii）電荷結合デバイス（ＣＣＤ）
および相補型金属酸化物半導体（ＣＭＯＳ）センサ、ならびに当業者に周知の他の画像キ
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ャプチャおよび伝達方法を含む。典型的な内視鏡は、画像キャプチャ要素を保持する要素
と、（しばしば）ＬＥＤまたはファイバー・システムによって指向される光のような、ス
コープの視野に光を当てる光源とから成る。頻繁に、ビデオ・キャプチャ・システムが視
覚化デバイスに接続され、視覚化デバイスの使用中にユーザーが観察することができるビ
デオ画像をディスプレイ・モニタ上に表示する。システムは、光学イメージング・デバイ
スと共に使用されるビデオ・プロセッサ・システムにおける手動調整またはオートフォー
カス機能を介してディスプレイの焦点を調整する能力を含み得る。
【０００９】
　付加的なデバイスは、遠隔視覚化デバイスと共に使用され、医療および非医療処置にお
いて治療または修復を行う。例えば、医療用途では、把持器のような別個のデバイスを使
用して、組織を操作し、シフトさせて異なる視点を得ること、および出血または病気があ
る場合に第３デバイスを用いて、組織を焼灼または切除することが一般的であり、出血ま
たは疾患がある場合、このアプローチで効果的に治療することができる。これらのデバイ
スは、別個の切開またはポートなどの異なるアクセス・ポイントを介して使用されること
があり、または結腸鏡などの特定のスコープに設計されたワーキング・チャンネルを介し
て使用される。
【００１０】
　スコープおよび他の光学要素と共に使用するために、より多くの治療能力および修復能
力を加えることを介して、組織および他の物質の全体的な視覚化および操作を改善する必
要性が存在する。
【発明の概要】
【００１１】
　本開示の態様は、光学要素、１またはそれよりも多い伝導性（または導電性、conducti
ve）コーティング、およびデバイスにエネルギーを送るための少なくとも１つのコネクタ
領域を含むデバイスを供することによって、従来技術の課題を解決する。伝導性層コーテ
ィングは、少なくとも部分的に、光学的に透明であり得る。それは、例えば酸化チタンま
たは酸化アルミニウムなどの伝導性酸化物または他の伝導性材を含み得る。
【００１２】
　コネクタ領域は、電源に接続するように構成し得る。電源への接続は、デバイスの一部
であり得る。また、デバイスは、コネクタおよび電源に接続するカテーテル（例えば、フ
レックス・トランジスタまたはワイヤなど）、コードまたは他の要素に接続し得る。電源
は、デバイスの一部であり得る。電源には、電力ジェネレーター、電気外科ジェネレータ
ー、コブレーション（coblation）・ジェネレーター、アルゴンガス・ジェネレーター、
超音波ジェネレーター、プラズマ・ジェネレーター、またはエネルギーを発生させ、光学
要素または伝導性コーティングへと、または横切って伝えることができるあらゆる他の形
態のジェネレーターまたは他の電源（電池を含む電源）を含み得る。
【００１３】
　デバイスは、遠隔視覚化デバイスに取り外し可能に位置付けられ得る。デバイスは、ス
コープなどの遠隔視覚化デバイスの永続的な要素として設計することもできる。
【００１４】
　光学イメージング要素は、液体（または流体、fluid）、破片および粒子状物質を減ら
すように、組織もしくは他の物質から遠ざかるように、または組織もしくは他の物質に接
触するように、また組織もしくは他の物質を操作およびシフトする（組織を所望の形状ま
たは切開に適合させる操作、再整列を含む）ように、構成され得る。伝導性コーティング
は、組織または他の物質を変化させるのに十分なエネルギーを生成するように構成され得
る。１またはそれよりも多い伝導性コーティングは、組織または他の物質を変化させるた
めに、単一の電極を形成するように、デバイスに適用され（または塗布され、be applied
 to）得る。伝導性コーティングは、複数のパターンでデバイスに適用され得、組織また
は他の物質を複数の方法で変化させる複数の電極を形成し得る。組織または物質を変化は
、例えば、アブレーション（ablation）、コブレーション、焼灼（cauterizing）、成形
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、シーリング、切開、創傷清拭（debriding）、切除（resecting）、組織の切断および凝
固、血液または液体の蒸発、エネルギーおよび物質を操作または変化させるためのエネル
ギーの送達に関連する効果により活性化される、接着剤および他の化学物質または処方の
活性化および硬化を含み得る。
【００１５】
　伝導性コーティングの領域は、少なくとも部分的に光学的に透明であり得る。光学的に
透明な領域は、操作され、また励起される、組織上および他の物質上で重なり合って位置
付けられ得る。伝導性コーティングは、所与の電源および意図される用途によって、特定
の組織または物質の変化を生成するために、半ミクロンまたはそれ未満の厚さまたはその
ような他の厚さを有し得る。伝導性コーティングは、絶縁されていなくてもよく、または
１またはそれよりも多い誘電体（または絶縁体、dielectric）コーティングまたは材料を
含む別の材料によって部分的に絶縁されてもよく、または完全に絶縁されてもよい。
【００１６】
　伝導性コーティングは、電源を、単極（またはモノポーラ、monopolar）エネルギー、
双極（またはバイポーラ、bipolar）エネルギー、アルゴンガス・エネルギー、コブレー
ション・エネルギー、プラズマ・エネルギー、熱エネルギー、超音波、集束超音波、また
は組織もしくは物質を変えるために伝導性コーティングを横切って、もしくは伝導性コー
ティングを介して伝達され得る他のエネルギー形態を含む、組織または他の物質の変化の
ための１またはそれよりも多い形態のエネルギーに変換するように構成されてもよい。１
またはそれよりも多い生体適合性材および合理的に適切なあらゆる他の材料を、伝導性コ
ーティングの付着およびデバイスの全体的な性能を促進するように選択または構成し得る
。
【００１７】
　光カプラ（またはオプティカル・カプラ、もしくは光結合器、optical coupler）およ
び／またはそのコネクタおよび電源は、組織または物質の変化の程度を決定するための１
またはそれよりも多いフィードバック要素を有し得る。これらのフィードバック要素は、
１またはそれよりも多い温度センサ、熱電対、または組織もしくは他の物質に適用された
場合の１またはそれよりも多い形態のエネルギーの変化、影響または効果の測定のための
他の要素を含み得る。
【００１８】
　別の態様では、方法は、組織または物質の少なくとも一部を光学要素と接触させるステ
ップと、光学要素上のコーティングにエネルギーを加え、組織または物質の部分を変化さ
せることを含む。エネルギーを送達するための電極としての光学要素上のコーティングを
使用して、組織または物質の部分の上または部分を通ってエネルギーを伝導することによ
って、組織または物質が変化する。
【００１９】
　組織または他の物質を変化させることは、加熱、焼灼、成形、シーリング、切開、切除
、創傷清拭、切断、接合、凝固、コブレーション、アブレーションまたはコーティングを
通してまたはコーティングを介して送達されるエネルギーによる組織または物質の接触を
含む他の操作を含み得る。エネルギーを加えることは、双極電力を光学要素の表面を通っ
て、または光学要素の表面を横切って印加することを含み得る。組織または物質への接触
は、組織または物質の接合、凝固、組織の血管のシーリング、または光学要素上のコーテ
ィングによって送達されるエネルギーによる組織または物質の接触を含む他の操作を含み
得る。
【００２０】
　光学要素に使用される１またはそれよりも多いコーティングは、異なる水接触角を有し
得、光学要素を異なる性能の要素（親水性性能、疎水性性能および超疎水性性能をもたら
す水接触角を有するコーティングを含む）に、容易にすることができる。コーティングの
１またはそれよりも多くはまた、スコープの視界における光の反射を低減または最小にす
る反射防止特性を有し得、コーティングの他の変形は、光学要素を保護するための耐擦傷
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性および他の硬度特性を有し得る。コーティングは、伝導性であってもよく、透明であっ
てもよい。
【００２１】
　光学要素の態様は、組織または物質を洗浄する（または潅注する、irrigate）能力、お
よびデバイスによる励起および操作のための、１またはそれよりも多い薬物、接着剤また
は他の化合物を対象とする領域に注入する能力を含み得る。別の態様では、スコープは体
内を観察するための手段である。
【００２２】
　一態様では、光学要素と、光学要素の少なくとも一部分に設けられた伝導性材と、伝導
性材にエネルギーを供することができる少なくとも１つのコネクタとを含む。別の態様で
は、光学要素は、スコープの遠位端に一体的に載置される（または取付けられる、もしく
はマウントされる、mounted）。光学要素は、その部分がレンズの外側の遠位面であるレ
ンズであってもよい。また、スコープは体内を観察するための手段でもよい。
【００２３】
　別の態様では、コネクタは電源に接続するように構成される。伝導性材は、少なくとも
部分的に透明であってもよい。また、デバイスは、付加的に電源を含んでもよい。例えば
、電源は、電力ジェネレーター、電気外科ジェネレーター、コブレーション・ジェネレー
ター、アルゴンガス・ジェネレーター、超音波ジェネレーター、サイクロジェネレーター
およびプラズマ・ジェネレーターから成る群から選択されてもよい。
【００２４】
　別の態様は、観察端部（viewing end）を有する画像キャプチャ（または捕捉、capture
）・デバイスと、観察端部を支持するポジショニング・アッセンブリ（または位置調整ア
ッセンブリ、positioning assembly）と、観察端部上に設けられ、観察端部にわたってエ
ネルギーが伝達されるように配置および構成される伝導面（または導電面、conductive s
urface）と、エネルギーを伝導面に供給するように構成される電源接続部とを有して成る
、アッセンブリを含む。ポジショニング・アッセンブリは、制限された開口を通って挿入
するように構成された細長い部材を含み得る。ポジショニング・アッセンブリはまた、観
察端部に対向する（opposite）細長い部材の端部に連結された制御部を含み得る。
【００２５】
　画像キャプチャ・デバイスは、液体を観察端部に伝えるように構成され得る。画像キャ
プチャ・デバイスは、例えば、ワーキング・チャンネル（または溝、もしくは流路、chan
nel）を含むことができる。ワーキング・チャンネルは、液体を伝えるように構成され得
る。
【００２６】
　別の態様では、伝導面は光学的に透明であってもよい。また、伝導面は、組織に重なり
合うか、または適合することができる。
【００２７】
　伝導面は、白金表面のような第２伝導面によって電源に接続し得る。
【００２８】
　態様の利点は、（i）液体、デブリ（または破片、debris）および血液中の視覚化の改
善、（ii）エネルギーを組織または他の物質に送達するために別個の器具交換を行う必要
性を排除し、スコープ上の光学要素を介して対象とする領域にエネルギーを送達すること
によって、スコープを治療用デバイスに変える能力、（iii）レンズのフォギング防止能
を供する能力、（iv）エネルギーの印可を介して視覚化を維持する能力により、対象とす
る領域を見失うことなく、物質および組織の狭い領域から広い領域を治療するためのエネ
ルギー送達を制御する能力、（v）エネルギーを同時に供給する能力を維持する間、把持
器（grasper）などの補完的なデバイスを供給するような、デバイスのある種の変形例で
ワーキング・チャンネルを使用する能力、ならびに（vi）ジアテルミー（または高周波治
療、diathermy）、電気焼灼、電気手術、生検、アブレーション、コブレーション、フォ
ギング軽減などの医療用途における処置の改善、ならびにパイプライン検査や遠隔視覚化
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による修理などの非医療用途における処置の改善を含む他の利益を含む。本開示の態様の
上記ならびに他の特徴および利点は、本開示の好ましい態様および代替的な態様の両方を
記載する以下の詳細な説明および添付の図面を考慮することにより、当業者にはより容易
に明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】図１は、内視鏡の遠位端に取付けられた光カプラを含む、本発明の一態様のデバ
イスの断面側面図である。
【図２】図２は、図１の光カプラの断面側面図を示す。
【図３】図３は、図１の光カプラの後部断面立面図を示す。
【図４】図４は、図１のデバイスの別の断面図を示す。
【図５】図５は、本発明の別の態様のデバイスの断面図を示す。
【図６】図６は、図５のデバイスの別の断面図を示す。
【図７】図７は、図５のデバイスの別の断面図を示す。
【図８Ａ】図８Ａは、本発明の別の態様のデバイスの断面図を示す。
【図８Ｂ】図８Ｂは、本発明の別の態様のデバイスの断面図を示す。
【図８Ｃ】図８Ｃは、本発明の別の態様のデバイスの断面図を示す。
【図９Ａ】図９Ａは、本発明の別の態様のデバイスの断面図を示す。
【図９Ｂ】図９Ｂは、本発明の別の態様のデバイスの断面図を示す。
【図１０】図１０は、本発明の別の態様のデバイスの断面図である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、本発明の別の態様のデバイスの断面図を示す。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、本発明の別の態様のデバイスの断面図を示す。
【図１１Ｃ】図１１Ｃは、本発明の別の態様のデバイスの断面図を示す。
【図１２】図１２は、本発明の別の態様のデバイスの模式図を示す。および、
【図１３】図１３は、電源からデバイスにおけるコネクタにエネルギーを供するカテーテ
ルを有する本発明の別の態様を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本開示の態様は、後述される内容により完全に記載される。実際、これらの態様は、多
くの異なる形態で実施することができ、また本明細書に記載された態様に限定されるもの
と解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、この開示が適用される法的要件を
満たすように供される。本明細書および添付の特許請求の範囲で使用されるように、単数
形「１の（a、またはan）」、「その、または前記（the）」は、文脈上他に明確に指示さ
れない限り、複数の指示対象を含む。本明細書で使用される用語「含んで成る（comprisi
ng）」およびその変形は、用語「含む（including）」およびその変形と同義で使用され
、非限定的な用語である。
【００３１】
　遠隔視覚化を含む視覚化を改善するために画像キャプチャ・デバイスを使用することに
関連する多くの利点にもかかわらず、医学的状況において患者を診断および治療するため
、または別個に非医療用途における状態を検査および修正するために、改善が必要なこれ
らの技術には重大な問題が存在することを、本発明者らは確認している。画像キャプチャ
要素は、視覚化を不明瞭にする液体、デブリ、および粒子状物質ですぐに曇ってしまう。
さらに、画像キャプチャ要素は、治療を供し、対象を修正、操作および修復するために、
器具および他の要素に依存し得る。
【００３２】
　非医療用途では、より少ない破壊および侵入で、検査および／または修復することがで
きる、医療以外の分野における遠隔領域および欠陥の非侵襲的な検査および修理（下水道
幹線、油圧ライン、石油パイプライン、ガスライン、その他の非医療分野を問わず）は、
一般的に検査および修復のために、より侵襲的に領域を開くより優れる。
【００３３】
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　非医療用途では、小さなポートを使用して直接視覚化することができる。例えば、特定
のポイントでラインを検査するためにパイプラインに穴をあけることによって。別の例は
、可能な遠隔修理のための検査領域を視覚化するために、パイプラインを通して遠隔でナ
ビゲートおよび前進するためのボア・スコープの使用である。
【００３４】
　オイル・パイプライン検査などの非医療用途では、把持および関節機能を備えたロボッ
ト・アームを遠隔視覚化デバイスとともに使用して診断および修復を行う。
【００３５】
　遠隔視覚化デバイスおよび関連要素は、非医療スコープにも共通し、用途として、非医
療用途における遠隔視覚化に使用される、硬性および非硬性のボア・スコープ、ビデオ・
スコープ、フレキスコ・スコープ、ファイバー・スコープおよび他のスコープを含む、遠
隔視覚化に使用される。
【００３６】
　一般的に、本発明者らは、これらの器具は、切開部、ポート、ワーキング・チャンネル
または他のアクセス点を通って、前進、後退および交換される必要があることを見出した
。このアプローチは、必要な場合に、正しい機器がいつでも容易に利用できるとは限らな
いことを意味する。例えば、腹腔鏡手術の場合には、医師が組織を細かく切開して治療点
にアクセスする一方で、血管を切断して出血を起こし得る。医師は、処置のために患者の
中で器具を前進および後退させるために使用されるポートの１つに、焼灼または血管シー
リング器具を有し得ない。出血が起こると、医師は器具の１つを引っ込め、焼灼デバイス
または血管封鎖デバイス（デバイス交換と呼ばれる）を挿入して出血箇所を探し、それを
止める間に出血は続く。デバイス交換を完了するのにかかる時間に起因して、出血領域は
血液で満たされ、出血の位置を不明瞭にすることがある。さらに、この間、スコープは血
液、デブリまたは他の液体で覆われるか、または曇って、出血の発見および治療を複雑に
する追加の問題を引き起こす可能性がある。
【００３７】
　ワーキング・チャンネルを持つスコープでも同様の制限が発生する。例えば、大腸内視
鏡検査を行い、癌が存在するかどうかを診断するために前癌性ポリープを切除する場合、
血管が不用意に切断され得、少量の胃腸管出血が起こる可能性がある。出血を治療するた
めには、医師は器具を交換し、長くフレキシブルなスコープ（長さ２００センチメートル
）のワーキング・チャンネルからデバイスを引き出し、スコープのワーキング・チャンネ
ルに焼灼デバイスを挿入して前進させなければならない。スコープおよび出血の位置を確
認し（スコープがシフトする可能性があるため）、出血に対処するために焼灼を試みる必
要がある。この試みは、スコープの視覚化を不明瞭にする液体、デブリおよび血液によっ
て妨げられ得る。加えて、焼灼の適用は非常に限られている。これは、焼灼デバイスがス
コープ内のワーキング・チャンネルの直径よりも広くならないように制限されるためであ
り、その制限される直径は典型的に２～３ミリメートルである。従って、現在のデバイス
からの焼灼障害は、通常、数ミリメートルの幅であり、現在の技術では、より長くまたは
より広くまたは不均一な出血領域を治療するために複数の焼灼を必要とする。
【００３８】
　上部消化管出血の治療を含む他のスコープの適用にも、この同じ一連の問題および他の
問題が当てはまる。さらに、他の問題および制限が、ワーキング・チャンネルを持たない
スコープが適用されるが、ユーザーからある程度の距離を進まなければならない。例えば
、このような問題は、非医療用途ならびにある種の耳、鼻および喉の医療用途におけるボ
ア・スコープにおいて生じる。これらの問題は、ロボットのナビゲーションならびに、ロ
ボットの手術および治療など、視覚化の範囲に依存する他のアプリケーションにも当ては
まる。
【００３９】
　本開示の態様は、伝導性コーティングを有する光学要素を有するデバイスを供すること
によって、この問題を克服する。例えば、図１に示すような一態様のデバイス１１は、光
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学要素１０、伝導性材３０２および少なくとも１つのコネクタ３００を有して成る。伝導
性材３０２は、光学要素１０の少なくとも一部分に設けられる。光学要素は、例えば、内
視鏡１１０または光カプラの対物レンズであってよい。コネクタ（端子として作用する）
３００、３００ａ、３００ｂは、伝導性材３０２にエネルギー（例えば、電力）を供給す
ることができる。一態様では、伝導性材は光学的に透明な材料である。
【００４０】
　デバイス１１は、伝導性コーティングを介して、対象にエネルギーを印加するのと同時
に、対象（例えば、体組織または他の物質２００のようなもの）の視覚化を可能にするこ
とが有利な点である。これにより、エネルギーが供給されると、ユーザーは、組織および
他の物質の変化をリアルタイムで観察することができる。例えば、デバイス１１は、透明
な伝導性材３０２を介して電力を供給して、組織が内視鏡７２および内視鏡上の光学要素
を介して直接観察されると同時に組織２００を焼灼することができる。
【００４１】
　図１～図４に示すように、態様では、光学要素１０は、遠位端１４での視覚化セクショ
ン（visualization section）１２および近位端４８での取付けセクション（attachment 
section）４６を含むタイプの光カプラであってもよい。態様では、光カプラ１０は、透
明材から成り、その少なくとも一部分は、体内における不明瞭なデブリを明確に保持する
ために、下にある内視鏡７２の光学領域を覆うことができる。また、光カプラ１０の外面
は、内視鏡７２によって検査されている組織上の液体、血液、デブリおよび粒状物質を移
動させることができる。光カプラのさらなる詳細は、２０１９月１７日に出願された米国
特許出願公開第２０１３／０１１００９７に開示されており、これは参照により本明細書
に組み込まれる。
【００４２】
　再び図４を参照して、視覚化セクション１２は近位面２２から離れた遠位である、外面
１６を含む。態様では、視覚化セクション１２の少なくとも一部分は、内視鏡７２の光学
領域の一部または全部を覆っている。図１に示すように、外面１６は丸い凸形状を有する
。外面１６は、例えば、視覚化セクション１２の、第１外側境界１８から反対側の第２外
側境界２０を横切って連続的に湾曲する。態様では、外面は、凸であるが偏心していても
よく、凹形で、フラットであってもよく、または内視鏡の光学レンズにある角度で配置さ
れる。例えば、外面は、内視鏡の光学レンズから傾斜する角度、または内視鏡の光学レン
ズに対して傾斜する角度で位置付けられてもよい。医療従事者は、外面１６を組織または
他の物質２００と接触させて前進させ得、また光カプラの設計のために視覚化を維持させ
得る。さらに、医療従事者は、組織または他の物質とスコープ上の光カプラとを接触させ
ることによって、液体、血液、デブリおよび粒子状物質を視野から移動させることができ
る。これは、このデバイスを通じたエネルギーの伝達を含む、評価および治療のための、
組織または物質の基礎となる、より良い視界を供する。外面１６の形状は、外傷性であっ
てもよい。
【００４３】
　また、他の態様では、デバイスは、スコープおよびデバイスを通る器具の通過を可能に
するか、または洗浄または通気（または送気、insufflation）を供するか、またはある範
囲における光の性能を変えるための、スコープの光ガイドを暴露するための、１またはそ
れよりも多いチャンネルを有してもよい。例えば、これらのチャンネルは中空であり、デ
バイスの外面を通過することができる。チャンネルはまた、自己封止であってもよく、従
って、チャンネルが使用されていない場合に、チャンネルを封止するためにデバイスの外
面を完全に通過しない。他の態様では、１よりも多いチャンネルが存在してもよい。１つ
のチャンネルは、機器を通過させるために、スコープおよびデバイスのワーキング・チャ
ンネルと整列していてもよい。別のチャンネルは、液体および空気がスコープから放射さ
れ、デバイスを通過することを可能にし得る。第３チャンネルは、液体をスコープ上の液
体水からデバイス内のワーキング・チャンネルに、デバイスの外面を越えて排出すること
ができる。
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【００４４】
　視覚化セクション１２は、内視鏡７２のための対象の視覚化を改善する材料の範囲から
形成することができる。例えば、視覚化セクションは、表面領域の光学画像を伝えること
ができる透明材で形成することができる。あらゆる種類の透明材を（少なくとも部分的に
）使用することができるが、伝導性材３０２に良好に接着する（かつ接着したままである
）材料が特に望ましい。魅力的な屈折率および光透過レベルを有する材料が特に適してい
る。また、伝導性材への基板（substrate）の衝撃および光学性能に対するエネルギー供
給の影響を最小限にするために、エネルギー用途と共に使用される場合の安定性も望まし
い。例えば、ポリカーボネート材は、ポリカーボネートの屈折率および様々な温度範囲に
わたる性能に起因して、視覚化セクションに適した材料である。追加の材料には、アクリ
ル、ポリスチレン、環状オレフィンコポリマー、ポリエーテルイミド、ガラス、シリコー
ンおよび他の光学材が含まれる。これらの材料は、比較的低い屈折率、高い光透過率、お
よび様々な形態のエネルギーの適用と共に使用される場合の、絶縁特性および比較的低い
レベルの熱膨張を含む、適する温度特性の組合せを供する。
【００４５】
　他の態様では、１よりも多い材料を使用するデバイスは、接着剤または他の化学結合、
材料の一体成形、一方の材料のもう一方の材料上へのオーバー・モールド、材料間へのも
しくは材料を覆っての機械的コネクタの配置、またはそれらの組合せを介して材料を接続
し得る。接続はまた、一方の材料をもう一方の材料にコーティングすること、一方の材料
をもう一方の材料にネジ止めする（screwing）こと、または材料を他のものに接続する他
の方法によって行うことができ、材料のうちの少なくとも１つが伝導性コーティングのた
めの基板である。
【００４６】
　本明細書で使用する「透明（または透明性、transparent）」という用語は、必ずしも
光学的に透明という意味に限定されない。代わりに、透明は、赤外線および／または紫外
線を含む、エネルギー波の通過能力またはその特性を含み得る。透明はまた、完全に透明
という意味に限定される必要はなく、代わりに光線（例えば、半透明）の通過を容易にす
るかまたは可能にするいくつかの能力を指すことができる。
【００４７】
　代替的に、カプラ１０は、透明材から形成されていなくてもよく、ある態様では、特定
の遠隔視覚化用途に適した１またはそれよりも多い材料から作られてもよい。態様では、
カプラは、視覚化を改善する能力が制限されているか、または能力を持たない伝導性材３
０２のための支持体およびアプリケータとして供され得る。
【００４８】
　図４に示すように、取付けセクション４６は、光学要素１０の近位端４８から延在する
シリンダー壁５０を含み得る。一般的に、取付けセクション４６は、視覚化セクション１
２と嵌合して、視覚化セクション１２を内視鏡７２の端部または他の光学画像デバイス固
定するように構成される。この目的のために、シリンダー壁５０は、内視鏡７２の遠位端
をプレスまたは他の固定される嵌合のための、中空のシリンダー状開口部７０を規定する
ようなサイズとなる。取付けセクション４６はまた、取付けを供するための他の構造を含
み得、および／または溶接、接着剤、ネジ止め、機械的コネクタ、１またはそれよりも多
い材料と光学イメージング・デバイスとの間の干渉、またはデバイスと遠隔／光学イメー
ジング・デバイスとの間の他の接続形態によって固定され得ることに留意されたい。また
、取付けセクション４６は、シリンダー状である必要はなく、各種光学イメージング・デ
バイスまたは遠隔視覚化デバイスの遠位端の形状に合わせて形成することができる。また
は、取付けセクションは、デバイスの他の機能を容易にするような形状にすることができ
、それは側面および遠位端が組織および物質をより効果的に適合および操作するような形
状とすることを含む。組織および他の物質と接触する際の、デバイスの外傷を少なくする
ために、形状および材料を選択し得る。デバイスの視覚化セクションは、遠隔視覚化デバ
イスに統合することもできる。
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【００４９】
　図１および図４に示すように、内視鏡７２は、遠位端を有し光学アッセンブリを支持す
るシース７６を含む。シース７６は、身体および他の通路に遠隔視覚化を供するために、
通路を通って進入し、延在するように構成された一般的に細長い部材である。いくつかの
態様では、内視鏡は、オペレータがスコープを操作できるように、シース７６の近位端に
取付けられた何らかの形態のポジショニング（または位置調整、positioning）・アッセ
ンブリ（例えば、手動制御）を含む。他の態様では、スコープは、スコープを操縦可能に
し、所望の位置に対してポジショニングするロボット要素の一部であり、その要素は、ス
コープを調査し焦点を合わせる。シース７６はまた、図１及び図４に示すように、遠位端
７４を含み、光カプラ１０のシリンダー状の開口部７０へと延在する。
【００５０】
　シース７６は、様々な目的のために、そこを通って延在する１またはそれよりも多い開
口部またはルーメン（または内腔、lumen）を含み得る。例えば、図１～図４に示すよう
に、シース７６は、第１ルーメン１００、第２ルーメン１０２、および第３ルーメン１０
４を規定する。各ルーメンは、シース７６の、近位端から遠位端７４まで延在する。第１
ルーメン１００は、例えば、光ガイド１０６が遠位端７４に向かって光を伝えるために位
置付けることができる通路を供し得る。第２ルーメン１０２は、遠隔視覚化レンズ、カメ
ラ、センサ、ファイバーまたはシース７６の近位端に戻る視覚情報を保持するための他の
要素１０８を収容するための通路を供し得る。第３ルーメン１０４は、ワイヤ、カテーテ
ル、生検鉗子（biopsy forceps）、ガイドワイヤ、または他の器具２０２などの追加の器
具が組織もしくは他の物質２００に延在することができる通路を供し得る。
【００５１】
　上述したように、図１～図４の態様におけるシース７６は、光学アッセンブリへのアク
セスを供する。いくつかの態様では、光学アッセンブリは、光ガイド１０６、画像キャプ
チャ要素１０８および対物レンズ１１０を含む。上述のように、光ガイド１０６は、光を
シース７６の、近位端から遠位端に伝え、生体組織２００を照明する。対物レンズ１１０
は、光ファイバー１０８の遠位端に位置付けられ、光ファイバーの遠位端に戻ってくる反
射光を方向付け、焦点を合わせるように構成される。一般的に、対物レンズ１１０は、共
通の軸を有するレンズのアレイを含む複合レンズを含む、光を透過および屈折させること
ができるあらゆる光学デバイスであり得る。
【００５２】
　図１に示すように、取付けセクション４６を固定すると、シリンダー壁５０は、シース
７６の遠位端７４の外面７８を覆うように延在する。また、近位面２２は、シース７６の
遠位端の端面８０に接する。第３ルーメン１０４は、光カプラ１０の視覚化セクション１
２に規定される中空の器具レセプタクル（または受け部、receptacle）４０と位置合わせ
される。
【００５３】
　図１～図４に示すように、伝導性材３０２は、組織および他の物質に関する所望の効果
に応じて、１またはそれよりも多い電極設計を作るために様々な構成で適用され得る。電
極設計は、遠隔視覚化要素のフォギング（または曇り、もしくはかぶり、fogging）を防
止するか、またはフォギングを抑制もしくは防止するために間欠的もしくは継続的に温め
ることができる視覚化要素のような能力の組合せを作るなど、他の用途のニーズに適合す
るように変更し得る。電極設計はまた、組織または他の物質に接触および焼灼または切除
する必要がある場合に、伝導性材３０２の能力がエネルギー伝達を急速に増加させること
に対処し得る。
【００５４】
　伝導性コーティングで光学レンズ部品を加熱することにより、スコープまたは光学要素
の端部で著しい温度差を防止するような連続的な加熱が可能になる（遠位端は、カメラが
しばしば配置され、フォギングが問題になる場所である）。温度差はフォギングを発生さ
せ、スコープまたは光学要素を介する視覚化を不明瞭にする。さらに、光カプラの材料（
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例えば、シリコーンおよびポリカーボネート）は、アンチ・フォギングを促進する絶縁特
性を有する。アンチ・フォギングは、例えば光学要素をほぼ体温に加熱することによって
達成することができる。理論に拘束されるものではないが、本発明者らは、スコープの遠
位端における温度差が、スコープの端部周辺の温度を上昇させる、特にハーモニック・メ
スのような特定の発熱器具が使用される場合には、華氏約９５度から華氏約１１０度また
はさらには華氏約１２０度の範囲にあると考えている。従って一般的に、アンチ・フォギ
ング用途は、焼灼または他の組織改質温度よりも低い電力および温度である。
【００５５】
　いくつかの態様では、伝導性材は、層、ストリップ、粒子、ナノ粒子または他の形状の
形態であってよく、ある種の離散的、連続的または断続的なパターンおよびそれらの様々
な組合せで適用される。伝導性材の形状またはパターンの変化は、所望の結果を達成する
ために、コーティングおよび他の材料を付着または組合せることによって、一方の材料を
もう一方の材料に加えることができる範囲内で可能である。
【００５６】
　伝導性材は、透明伝導性酸化物（ＴＣＯ）、白金などの伝導性金属、ポリマー、または
有機半導体、またはデバイスを横切ってエネルギーを伝導または伝えることができる他の
材料を含んで成ることができる。用語「層（layer）」は、比較的均一な厚さを有する伝
導性材３０２の少なくともいくらかの領域および／または伝導性材３０２の適用方法を用
いたいくらかの領域を指す。例えば、伝導性材は、ディッピング、蒸着（または堆積、de
position）コーティング、スプレーイング、スパッタリング、超音波適用、ブラッシング
、ペインティング、または意図された基材上に層または他のパターンを形成することがで
きる伝導性材の他の適用を介して、形成され得るか、または適用され得る。いくつかの態
様では、伝導性材は均一な材料厚さであってもよい。他の態様では、伝導性材は、様々な
厚さを有してもよい。伝導性材３０２において、正確な厚さである必要はなく、全体にわ
たって連続的に変化することができる部位は無い。代わりに、材料の厚さは、意図された
電極機能に応じて変化させることができる（例えば、特定の用途のためのコーティング全
体の抵抗の目標レベル（およびそのばらつき）など）。
【００５７】
　さらに、伝導性材３０２を適用して、異なるパターンおよび密度のエネルギーを物質に
適用するための特定の形状（層以外）を形成し得る。伝導性材３０２はまた、金型内で形
成され、次いで光学要素に接着、溶接、または他の方法で光学要素に取付けられるなど、
非層状に適用され得る。ここでも、伝導性材３０２の形状は、代わりに、伝導性材および
伝導性材３００へのコネクタを含む特定の電極設計を含む、伝導性材によるエネルギー印
加の所望のパターンに対応し得る。
【００５８】
　いくつかの態様では、伝導性材層は、視覚化セクション１２の一部分にわたって延在す
るように、光学要素の遠位端１４に適用される。一態様では、伝導性材によって覆われる
視覚化セクション１２の部分は、視覚化セクションの一方の側の遠位の外面領域１６の全
体を含む。しかしながら、視覚化セクションの部分は、視覚化セクションの一方の側の表
面領域の一部のみを含み得、または所望の電極設計および所望の結果に応じて、伝導性材
層の複数回の適用の間に１またはそれよりも多いギャップを含み得る。例えば、伝導性材
３０２は、内視鏡７２の対物レンズ１１０の視野内の領域のみを覆うことができ、または
視野の一部に適用されてもよいし、視野の外にあってもよい。他の代替案では、伝導性材
３０２は、パターン（ストリップ、ストライプ、ディンプル、ボイド、起伏、曲線、円、
半円）、不規則なパターン、およびデバイス２００でエネルギーを適用する意図された結
果のための電極を形成するための他のアプローチのようなもので、適用し得る。
【００５９】
　図１～図４に示すように、デバイス１１はまた、伝導性材にエネルギーを供給するため
の１またはそれよりも多いコネクタ３００を含み得る。この態様では、コネクタは、第１
正端子（positive terminal）３００ａおよび第２負端子（negative terminal）３００ｂ
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を含む。電流は、正端子から伝導性材３０２を通って（伝導性材に通電して）、負端子を
通って流出する。
【００６０】
　端子自体は、グラファイト（カーボン）、白金、金、およびロジウムなどの不活性電極
を含んで成ることができる。加えて、端子は、銅、亜鉛、鉛、および銀、またはアルミニ
ウム、または伝導性材、またはエネルギーを伝えるのに適することが当業者に知られてい
るあらゆる他の材料を含んで成り得る。ワイヤ３０４または他の動力伝達手段は、電極を
電力ケーブル（図示せず）に接続し、内視鏡７２のシース７６内に埋め込まれ、中空器具
レセプタクル４０に並行に近接して通っている。
【００６１】
　代替的に、ワイヤまたは他の動力伝達手段は、器具レセプタクル４０内の視覚化セクシ
ョンを通過し得る（図示せず）。ワイヤは、別の代替方法において伝えることができ、デ
バイスまたはデバイスに埋め込まれたバッテリへの電流の誘導伝達を含む。電力は、バッ
テリ、カテーテル、ケーブル、電波、または他の動力伝達デバイスからの電流によって供
給されてもよく、または端子またはコネクタまで延在することができる方法によって供給
され得る。
【００６２】
　図１３は、例えば、送出（delivery）カテーテルのチャンネルを通って延在するように
構成されるエネルギー・カテーテル５００を示す。エネルギー・カテーテルは、その遠位
端にコネクタ５０２を含む。エネルギー・カテーテル５００の細長い本体は、洗浄チャン
ネル５０６を規定する。エネルギー・カテーテルは、その近位端において、動力および／
または洗浄源５０４に接続する。エネルギー・カテーテル５００は、スコープを通って、
光カプラ１０のワーキング・チャンネル５０８内に延在するように構成される。ワーキン
グ・チャンネルと連通する、対応するコンタクトまたは端子３００に、コネクタ５０２が
当接および／またはさもなければ嵌合もしくは接続するまで、拡張は続く。
【００６３】
　端子（terminalまたはterminals）３００は、ある種のエネルギーを伝導性材３０２に
送出するあらゆるデバイス（電波、誘導または他の無線接続を含む）であってもよい。伝
導性材自体は、無線のケースにおける伝導性材の励起、または伝導性材の拡張を、エネル
ギージェネレーター（または他の電源）と嵌合または連通するための形状へと、端子３０
０を形成することができ、または含むことができる。
【００６４】
　光学要素１０（カプラ、レンズ、カプラもしくは他のアタッチメントの形態、またはス
コープの一部として一体化されたもの）は、異なるスコープまたは他の画像キャプチャ・
デバイスの範囲で使用することができることに留意されたい。ここでカプラという用語は
、より一般的には、スコープを覆うように取付けられた、またはスコープの一部として一
体化された光学要素を指し、スコープまたは画像をキャプチャして伝送する他の技術に一
体的に形成もしくは取付けられたものを指す。本明細書で使用される「カプラ（coupler
）」という用語は、別個に製造されたおよび／または別個に、後で取付け可能なカプラ、
キャップまたはレンズを指す。
【００６５】
　光学要素は、例えば、比較的大きな望遠鏡を含む、様々なサイズの光学キャプチャ要素
と共に使用するように適合させることができる。または、光学要素１０は、望遠鏡の対物
レンズとすることができ、デバイス１１は、望遠鏡のレンズの少なくとも一部分に伝導性
材３０２を設けることによって、またレンズ上で伝導性材３０２にエネルギーを供給する
ための少なくとも１つの端子３００を供することによって形成される。これは、例えば、
レンズのフォギングを防止するために有用であり得る。光学要素は、同様にして顕微鏡と
共に使用することができ、または顕微鏡の一部として使用することもできる。光学要素と
共に、または光学要素に使用できる他のスコープには、ハイドロスコープ、ハプロスコー
プ、カルパスコープ、エコスコープ、ファイバー・スコープ、ビデオ・スコープ、スタウ
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ロ・スコープ、ステレオ・スコープ、および鼻腔鏡が含まれる。
【００６６】
　また、「内視鏡（endoscope）」という用語は、一般的に（身体（ヒトまたは他のもの
）を含む）医療用途で使用されるあらゆるスコープを指し、腹腔鏡、関節鏡、結腸鏡、気
管支鏡、腸鏡、膀胱鏡、腹腔鏡、喉頭鏡、Ｓ状結腸鏡、胸腔鏡、心臓鏡、およびスコープ
を有する伏在静脈採取器などを含み、これらはロボットまたは非ロボットのどちらでもよ
く、また、例えば、ボア・スコープ、ビデオ・スコープ、フレキソ・スコープおよびファ
イバー・スコープなどの非医療用途に使用されるスコープを含み、これらはロボットまた
は非ロボットのどちらでもよく、本明細書に開示される他の範囲を含む。
【００６７】
　本明細書で使用される用語「画像キャプチャ・デバイス（image capture device）」は
また、レンズまたは他の光指向構造のみを有するデバイスを指す必要はない。代わりに、
例えば、画像キャプチャ・デバイスは、（i）スコープの遠位端での対物レンズと接眼レ
ンズとの間のレンズ、（ii）光ファイバー、（iii）電荷結合要素（ＣＣＤ）、（iv）相
補型金属酸化物半導体（ＣＭＯＳ）センサを含む。画像キャプチャ・デバイスは、光を感
知し、感知された光に対応する情報のための電気信号または画像を送るための他の技術を
生成するための単なるチップであってもよい。画像キャプチャ・デバイスは、光がキャプ
チャされる観察端部を有してもよく、そこで光を捕捉し、また伝導面３０２は、画像キャ
プチャ要素の一部分を覆うように延在してもよいし、または画像キャプチャ要素から離れ
て他の態様に適用されてもよい。一般的に、画像キャプチャ・デバイスは、対象を観察す
ること、画像をキャプチャすること、および／またはビデオをキャプチャすることができ
るあらゆるデバイスとすることができる。
【００６８】
　光カプラの１つの特定の態様が上記で説明されているが、光カプラの追加のタイプは、
それに適用されるいくらかのタイプの伝導性材を含み得る。例えば、参照により本明細書
に組み込まれる、２０１２年２月１６日に出願された米国特許出願公開第２０１２／０２
０９０７４は、伝導性材が適用され得る光学要素のいくつかの変形を開示している。
【００６９】
　例えば、本開示の図５は、内視鏡７２に取付けられた光学要素１０の別の態様を示す。
図５に示すように、視覚化セクション１２の外面１６の一部はドーム形状であり、ドーム
形状の視覚化セクションの外面の一部分は、内視鏡７２の視野Ａ内にある。ドーム形状の
ために、伝導性材３０２は、（ドーム全体が覆われている場合は図１～図４と比較して）
より滑らかな伝達を有する増加した表面積上に必要とされてもよく、視野Ａ内にのみ適用
されてもよい。
【００７０】
　一般的に、ドーム形状は、臓器を視野から押し出すことができるように、作業空間を増
やしてイメージングを改善し得、また視野、光学的明瞭性、対象組織または他の物質に対
するレンズの適合性を最適化するために、他の形状を利用し得る。光学要素の形状を適合
させるための他の性能に関連する理由としては、光透過、形状間の材料付着、対象ルーメ
ンを含む特定の領域を通るナビゲーションに対する要望を含む。
【００７１】
　別の例として、図６および図７は、体腔（body cavity）２００の領域と係合する例示
的な光学要素１０を示す。まず、第１に、光学要素１０が体腔２００の領域と接触して位
置付けられる。次に、医師は、医療器具２０２（図６）を内視鏡７２のシース７６の第３
ルーメン１０４に挿入することができる。医療器具は、光学要素において、器具レセプタ
クル４０を通過し、次いで、医療器具２０２は、バリア・セクション４２および光学要素
１０の外面１６（本開示の図７）を貫通する。その後、体腔２００の領域上で医療器具を
用いて処置することができる。
【００７２】
　バリア・セクション４２は、周囲と器具レセプタクル４０との間に（医療器具２０２が
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通過する前に）介在する、視覚化セクション１２の一部分である。一態様では、伝導性材
３０２を有する医療器具２０２による直接的な接触を防ぐために、バリア・セクションは
、絶縁材３１０で被覆される。絶縁材３１０は、例えば、外面１６から延在し、また伝導
性材３０２の層と同じかそれ以上の厚さであってもよい。有利には、絶縁材３１０は、例
えば、電気的に通電された伝導性材層にショートを生じさせる金属器具によって、伝導性
材３０２の伝導性破壊を防ぐことができる。または、絶縁材は、医療器具２０２による損
傷に対して、より弾性的で物理的なガードであってもよい。
【００７３】
　図８Ａは、内視鏡７２に取付けられた光学要素の別の態様の断面図を示す。この態様は
、内視鏡７２のルーメン１０４の１つと、光学要素１０の器具レセプタクル４０とを通っ
て位置付けられる生検鉗子６１を含む。
【００７４】
　図８Ａに示すように、生検鉗子６１の挾持部（jaws）は開放されている。図８Ｂは、体
腔２００から生検サンプルを採取するために閉じられた生検鉗子の挟持部を有する断面図
である。図８Ｃは、生検サンプルを採取した後に引き取られる生検鉗子の断面図である。
【００７５】
　図８Ａ～図８Ｃの態様では、光学要素１０は、より広い基部が遠位に延在する円錐台形
状を有している。この態様では、伝導性材３０２は比較的フラットであり、比較的フラッ
トな組織表面に容易に適用することができる。また、伝導性材３０２は、絶縁材３１０に
よって取り囲まれた開口部を有する層中にあってもよい。上述したように、これは、生検
用鉗子６１による伝導性材へのショートまたは損傷を防ぐことができる。また、電極３０
０ａおよび３００ｂは、円錐台形状の傾斜した側面の下方へ延在してもよく、また部分的
または完全に絶縁されていてもよいし、絶縁されていなくてもよい。
【００７６】
　図９Ａおよび図９Ｂは、傾斜した外面１６を有する光学要素１０の別の態様を示す。例
えば、光学要素１０は、ボア・スコープ７７に載置される光カプラであってもよい。光カ
プラ１０は、第１外側境界５１５および第２外側境界５１６を有する視覚化セクション１
２を有する。第１および第２外側境界５１５、５１６は、傾斜してボア・スコープから外
側に延在している。カプラ１０の外面５１４はまた、第１セグメント５１４ａおよび第２
セグメント５１４ｂを有するように傾斜されている。この構成では、伝導性材層３０２は
同様に積層される。
【００７７】
　図９Ｂは、２つのプレート８８、９０間の溶接留め（weld lodged）を検査する図９Ａ
の光学要素１０を示す。有利には、電極３００は、伝導性層３０２にエネルギーを供給す
ることができ、伝導性層３０２は、傾斜したプレート８８、９０を加熱および／または変
更して、例えば、オペレータによって溶接が直接観察される間、溶接は修復される。
【００７８】
　図１０は、第３ルーメン１０４を介して、補助チャンネルを有する内視鏡に取付けられ
た光学要素１０を示す。液体、空気または他の物質を伝えるための補助チャンネル１０４
の遠位端にノズル９４３が設けられる。光カプラは、補助液体チャンネル１０４およびノ
ズル９４３から液体９４７を受けることができるスコープの長軸の周辺に延在するチャン
バー９４５を含む。これにより、液体９４７は、光学要素１０における器具レセプタクル
４０へと入り、通過することができる。このチャンネルは、組織を洗浄するため、または
視野からデブリをすすぐため、またはカプラの外面をクリーンにするため、または薬物お
よび他の化学物質、ならびに空気、ＣＯ２、アルゴンガスなどの物質および対象とする組
織もしくは他の物質に作用させる他の物質を送るための、水や生理食塩水（saline）を含
む液体を送ることができる。図１０において、伝導性材３０２には、図１～図４と同様の
層が適用される。外部環境の吸引（aspiration）のため、器具が外部に開かれる場合に器
具レセプタクル４０に正圧を加えるために、開口部は伝導性材３０２を通って延在し得る
。
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【００７９】
　本開示の図１１Ａは、血液８００で覆われた組織に近づく内視鏡７２に取付けられた凹
状の外面１６を有する光学要素１０の断面図である。図１１Ｂは、組織２００の空洞に押
し付けられ、不伝導性の（または不透明の、opaque）液体９１を阻止する（または捕捉す
る、trapping）光学要素１０を示す。図１１Ｃは、阻止された不伝導性の液体９１を流す
（または洗浄する、flush）器具レセプタクル４０からの液体を示す。有利には、導入さ
れた液体の圧力が、光学要素１０によって体腔２００に対して加えられる圧力を超えると
、液体８９１は、領域から阻止された不透明液体９１を流す。
【００８０】
　図１１Ａおよび図１１Ｂにおいて、伝導性材３０２は、凹型外面１６と同様の、凹状の
層に適用される。端子３００は、凹状伝導性材３０２の端部と接触するように光学要素１
０の側面に沿って延在する。
【００８１】
　（デバイスおよび伝導性材の応用）
　デバイス１１の様々な態様である伝導性材３０２は、多くのエネルギーの種類を送るた
めに使用され得、また多くの医学的および非医学的用途に用いられ得る。そのようなエネ
ルギーの種類および用途の例は、例示目的のために以下に供され、限定するものとみなさ
れるべきではない。
【００８２】
　図１２に模式的に示すように、伝導性材３０２は、端子３００ａおよび３００ｂおよび
コネクタ３０４および電源９４へのケーブル９６を介して取付けられたレジスタおよび／
またはコンデンサである。コネクタ３０４は、例えば内視鏡のシース７６を通り、内視鏡
の近位端に取付けられたケーブル９６へと延在し得る。これらのコネクタは、電源９４に
接続し得、例えば電源は、単極エネルギー、双極エネルギー、アルゴンガス・エネルギー
、コブレーション・エネルギー、プラズマ・エネルギー、熱エネルギー、マイクロウェー
ブ・エネルギー、超音波、集束超音波、または治療効果を含む組織もしくは物質を変える
ために伝導性コーティングを横切ってもしくは伝導性コーティングを介して伝達され得る
複数のエネルギー形態の生成および伝達を含む、他の形態のエネルギーを含む、組織また
は他の物質の変化のための１またはそれよりも多い形態のエネルギーであり得る。これら
は、直流、交流、パルス電流、および他の可変形態のエネルギー送達によって送ることが
できる。
【００８３】
　端子３００および伝導性材３０２にエネルギーを伝える多くの方法がある。ケーブル９
６は、端子３００、３００ａ、３００ｂを介して伝導性材に電力を送ることができる。ケ
ーブルは、例えば、スコープに隣接しているか、またスコープの外側であるか、またはス
コープ７２の外側を包み込んでいる（または外側に巻き付いている）ことによって、端子
にアクセスすることができる。または、ケーブル９６またはコネクタ３０４は、スコープ
のワーキング・チャンネル（例えば、第１ルーメン１００）を下行するエネルギー送達カ
テーテルに取り付けることができ、ターミナルとドッキングする。その遠位端において、
エネルギー送達カテーテルは、レンズ１１０のワーキング・チャンネルにおける電気端子
に接続され得る。コネクタ３０４は、内視鏡７２のシース７６内に埋め込まれ、中空器具
レセプタクルコネクタ４０に並行して通じ、近接する。コネクタは、フレキシブル回路、
１またはそれよりも多いコーティング、ワイヤ、伝導性バネ、電力を受信および送信する
ための誘導性材、ケーブル、または電源から送達点に向けて電力を送るための他の手法を
含んで成り得る。
【００８４】
　別の態様では、電力ジェネレーターは、例えば、関数ジェネレーター、ＲＦ信号ジェネ
レーター、マイクロウェーブ信号ジェネレーター、ピッチ・ジェネレーター、任意波形ジ
ェネレーター、デジタルパターン・ジェネレーターまたは周波数ジェネレーターなどの信
号ジェネレーターを含んで成ることができる。既存の電気外科ジェネレーターは、医学的
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な使用に必要な基準を満たすという利点と共に使用し得る。これらのジェネレーターは、
（アナログまたはデジタルの領域いずれかで）繰り返しまたは非繰り返しの電子信号を生
成する電子デバイスに電力を供給し得る。ＲＦ信号ジェネレーターの範囲は数ｋＨｚから
６ＧＨｚである。マイクロウェーブ信号ジェネレーターは、１ＭＨｚ未満から少なくとも
２０ＧＨｚまでの、より広い周波数範囲をカバーすることができる。いくらかのモデルは
、直接同軸出力（direct coaxial output）の場合は７０ＧＨｚ、外部導波管ソース・モ
ジュール（external waveguide source modules）の場合は最大数百ＧＨｚまで使用でき
る。また、ＦＭおよびＡＭ信号ジェネレーターを使用し得る。
【００８５】
　これらの異なるジェネレーターなどの利点は、電力の１の形態が他の形態を超える利点
がある、対象とする用途のための特定形態の電力を供することである。例えば、組織を切
断して凝固させる場合、単極電気は、典型的には双極電力よりも効果的に組織を介して切
断および凝固することができる。しかし、単極エネルギーは、意図しない領域への単極エ
ネルギーのアーチング（arching）を避けるために、接地パッド（grounding pad）を使用
する必要がある。従って、接地パッドは、組織に影響を及ぼすために、またアーチングお
よびその後の電力および単極エネルギーで患者への火傷を防ぐために、単極アプリケーシ
ョンを使用することができる（設置パッドは、患者を通る電力の回路を完成させる）。
【００８６】
　対照的に、双極電力はデバイス自体で回路が完成しているため、エネルギーがデバイス
を通過し、また横切って移動し、身体を通ってアーチングすることなく、組織に影響を与
える。このアプローチでは、双極電力は、組織の対象とする治療を含む病変、シーリング
容器および他の用途を作り出すために非常に効果的であり得る。しかし、双極電力の含ま
れた側面のために、外科用ナイフの代替物として組織を切断して凝固させることは、それ
ほど効果的でない傾向がある。同様に、マイクロウェーブ・エネルギーは、その独特な組
織効果に起因して、組織のアブレーションの特定タイプに使用され得、双極エネルギーは
、他のタイプの切除に使用され得る。周波数が、例えば神経束のような特定の副要素を刺
激（excite）しないので、ＦＭエネルギーのような他の形態のエネルギーが使用され得る
。
【００８７】
　コアブレーション（coablation）・ジェネレーターは、高周波エネルギーを用いて軟組
織を外科的に解離させる非熱駆動プロセスにおいて使用することができ、生理食塩水など
の伝導性媒体における電解質を励起して、正確に集束したプラズマ場を形成する。プラズ
マ場におけるエネルギー付与された粒子またはイオンは、比較的低い温度（すなわち、典
型的には４０℃～７０℃）で軟組織内の有機分子結合を破壊または解離するのに十分なエ
ネルギーを有することができる。これにより、周囲の組織への損傷を最小限にして、コブ
レーション・デバイスが対象の組織を容積分析で除去することが可能になる。コブレーシ
ョンは、止血および組織収縮能も供することができる。送られる電力の量は、場の強度に
よって決定され、局所環境条件に基づいて調節することができる。
【００８８】
　コブレーションは、典型的には９０℃までの温度範囲で使用することができる。
【００８９】
　超音波ジェネレーターは、約２０キロヘルツ（２０，０００ヘルツ）より大きい周波数
を有する音波を発生することができる。超音波は、伝導性材３０２によって組織２００に
伝導し得る。超音波は、身体組織、特に靭帯、腱および筋膜、または他の物質によって吸
収され得る。
【００９０】
　超音波デバイスは、典型的には２０ＫＨｚから数ＧＨｚまでの周波数で動作することが
できる。使用される治療上の超音波周波数は、典型的には０．７～３．３ＭＨｚである。
超音波エネルギーまたはＴＥＮＳエネルギーは、治療領域において血流を増加させること
によって、治癒プロセスを加速させることができ、また治療領域における筋肉の腱および
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／または靭帯を静かにマッサージすることによって、腫脹および浮腫の収縮による痛みを
軽減させることができる。
【００９１】
　超音波はまた、非侵襲的または侵襲的に腫瘍または他の組織をアブレートし得る。これ
は、高強度集束超音波（ＨＩＦＵ）として知られている技術（集束超音波手術（ＦＵＳ手
術）とも呼ばれる）を用いて達成することができる。この手順では、医学的診断超音波（
２５０～２０００ｋＨｚ）より一般的に低い周波数を使用する。超音波が治療のために使
用され得る他の一般的な状況として、例えば、靭帯捻挫、筋肉痛、腱炎、関節炎症、足底
筋膜炎、中足痛、面刺激、インピンジメント症候群、滑液包炎、関節リウマチ、変形性関
節症および瘢痕組織接着などの例が含まれる。
【００９２】
　デバイス１１はまた、医師が、特に、組織の焼灼、血管シーリング、組織切開および組
織再切開、組織形成、組織切除および組織凝固、組織アブレーションおよび器具加熱を、
施術者が観察できる正確な位置で全て行うことを可能にする。これは、少なくとも部分的
に、ブラインドにおける内視鏡手術の態様を実行する問題を解決するものである。それは
また、組織もしくは物質にエネルギーを加えさせるための、または組織や他の物質を光の
向きを変えるための、または視覚化を維持しながら他の操作に従事させるための、あるデ
バイスを別のデバイスと交換する必要性を排除することもできる。
【００９３】
　より具体的な医療用途には、特に、外傷症例において組織に作用するエネルギーの適用
、関節鏡手術、脊椎手術、神経外科手術、肩関節手術、肺腫瘍アブレーション、膀胱癌患
者の癌組織のアブレーション、女性の健康課題（例えば、子宮内膜症）のための子宮組織
の焼灼またはアブレーションを含む。これらの用途（および本明細書中に列挙される他の
用途）において、デバイスは、組織に接触し、次いで組織を焼灼し、組織をアブレートし
、または成形することに使用され（例えば、肩の処置において、コブレーション・エネル
ギーで行われる）、医師が、例えば、光学的に透明なレンズおよびコーティングを介して
、リアルタイムで組織に起こる変化を観察することができることによって、比類のないパ
フォーマンス特性を作り出す。
【００９４】
　このデバイスは、腹腔鏡、ボア・スコープ、ビデオ・スコープまたは他の光学キャプチ
ャ技術を含む用途において、フォギングを防止するために、光学的に透明なレンズを加熱
して使用することもできる。
【００９５】
　医療用途をさらに詳しく説明するために、ジアテルミー用途におけるデバイスの使用は
、短波無線周波数（１～１００ＭＨｚの範囲）またはマイクロウェーブ・エネルギー（典
型的には９１５ＭＨｚまたは２．４５ＧＨｚ）を使用して達成されるかどうかにかかわら
ず、有用な領域である。手術で使用されるジアテルミーは、少なくとも２つのタイプを含
んで成ることができる。単極エネルギーは、治療すべき組織の近くの一方の電極から、体
内の他の位置に固定された電極に電流が流れる場所である。通常、このタイプの電極は、
身体の特定の場所に（例えば、臀部または脚の周囲と接触して）位置付けられる。これと
は別に、双極エネルギーを使用することができ、両方の電極がデバイス上に閉じた電気回
路を形成する近位端（この場合、光学要素１０上の２つの別個の伝導性材部分３０２）に
近接して載置され、治療すべき組織を通って、または組織上だけを電流が通る。双極電気
手術の利点は、身体の他の組織を通る電流の流れを防止し、また電極に接触または近接し
ている組織にのみに焦点を当てられることである。これは、例えば、マイクロ手術、腹腔
鏡手術、心臓手術および他の処置（心臓ペースメーカーを有する患者ならびに他のデバイ
スおよび他の形態のエネルギーでの使用に適さない状態を含む処置）において有用である
。
【００９６】
　電気焼灼は、電流から熱伝導を利用して組織を修正するプロセスである。この手順は、
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小さな血管からの出血を止めるために（より大きな血管を結紮することができる）、また
は柔らかい組織を通る切断からの出血を止めるために使用される。高周波交流は、単極（
unipolar）方式または双極方式において電気焼灼に使用される。連続波形（組織を切断す
る）または間欠的なタイプ（組織を凝固させる）であり得る。単極タイプでは、電気火傷
を防止するために、回路の出口点は表面積が大きい（例えば、臀部）一方で、凝固／切断
される組織は小さな電極と接触する。発生する熱は、接触面積の大きさ、電流のパワー設
定または周波数、印加時間、波形に依存する。組織を切断する際に使用される周波数が凝
固モード（coagulation mode）よりも高く設定されるため、（一般的に）一定の波形は、
間欠的な波形よりも大きな熱を発生させる。双極電気焼灼は、組織または他の物質に影響
を与えるために２点間の回路を確立する。
【００９７】
　別のオプションとして、伝導性層３０２およびデバイス１１は、５０℃～１００℃の範
囲、またはさらには５０℃～７０℃の範囲、または推奨される場合はより低い温度で、用
途に適した電力範囲を適用して、熱焼灼に使用することができる。有利なことに、デバイ
スを通して適用されるエネルギーの形態として視覚化する能力は、電力の正確な送達を可
能とし、エネルギーのレベルおよび結果としての温度を変化させること、特定の用途に適
するパワー設定を使用すること、範囲を広げるためにより長い期間にわたってエネルギー
を印加すること、複数の効果を得るために複数の電極に沿ってエネルギーを印加すること
、ならびに組織またはその他の物質が十分に変換されたことをより確定させてプロセスを
停止させる能力を含む（この利点はもちろん、デバイス１１の他の適用にも当てはまり、
エネルギー・アプリケーションのリアルタイムの視覚的な監視により、より正確な適用が
可能になる）。
【００９８】
　光学要素１０は、非医療用途においても有益であり得る。光学要素の態様は、ボア・ス
コープの遠位端（対物レンズ）に取付けることができ、またはマイクロもしくは常套的な
ビデオカメラ、検査スコープ、もしくはスチルカメラ、あるいは液体、デブリおよび／も
しくは血液の視覚化ならびにエネルギーの送達を改善することから有益となる他の視覚化
デバイスに取付けることができる。これにより、石油製品、下水道、食品、塗料など、液
体が不透明である場合を含む、配管、保持タンク、コンテナ、油圧ラインおよび視覚化が
損なわれる可能性のあるその他の状況の改善された視野および修復能力の可能性が供され
る。バイオ医薬品製造、医薬品およびその他の用途は、パイプまたは容器（例えば、油槽
）を空にするか、または検査するためにラインを開ける必要がなくなり、この革新から恩
恵を受けるであろう。
【００９９】
　光学要素のサイズまたは柔軟性は、特定の用途（例えば、広い領域を調べるときに大量
の液体を移動させること）に合わせてスケールする（または尺度を設計する、scale）こ
とができる。光学要素の形状は、一般的に、特定の作業のためにフラット、凸状（曲率の
レベルが異なる）、角度のある（angled）、傾斜（sloped）、階段状または特定の目的の
ための他の形状とすることができる。例えば、光学要素は、継ぎ目を検査するためにタン
クのコーナーにおける不透明液体を移動させるように、正方形または角形の形状にし得る
。パイプ、ライン、チューブ、トンネルおよびその他の通路において、継手、溶接部、腐
食のための継ぎ目、パイプ、フレキシブルおよび非フレキシブルな管状部材、または亀裂
、表面収差、および検査および修復における他の点の点検（examination）を行うことが
できる。
【０１００】
　光学要素は、遠隔した位置を観察するために、画像キャプチャ要素及びロボット媒体（
vehicle）又はロボット・アームと共に使用することができる。ワーキング・チャンネル
を有する光学部品は、ネジ、接着剤パッチ、接着剤、化学薬品、溶接、はんだ付け、およ
び他の修理および修正の用途を使用して修理を行うために、デバイスが光学要素を通過す
ることを可能にする。態様では、光学要素は、光学要素によって移される液体の酸性、ア
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ルカリ性、高熱、または粘度に耐える材料から形成することができる。態様では、デバイ
スは、使い捨てのデバイスまたは再使用可能なデバイスであってもよい。
【０１０１】
　有利なことに、デバイス１１の態様は、これらの様々な非医療用途において、伝導性材
３０２を介してエネルギーを印加する能力を供する。観察される対象に供されるエネルギ
ーは、光学要素１０によって観察される対象を加熱し、変化させ、またはそうでなければ
影響を与え得る。
【０１０２】
　（伝導性材の組成）
　伝導性材３０２は、様々な組成を有し得、様々な方法で光学要素１０に適用され得る。
そのような組成および用途の例は、例示の目的のために以下に供され、限定的であるとみ
なされるべきではない。医療用途では、伝導性材３０２は、例えば、ガンマ線照射、エチ
レンオキシド、蒸気、または他の形態の滅菌による、滅菌に耐え得ることが好ましい。
【０１０３】
　電気的な伝導性／応答性コーティングは、１またはそれよりも多い電極を生成するため
に複数の構成で適用することができる。この電極は、光学的に透明とすることができ、ま
た組織または他の物質に対する意図された効果に応じて、半ミクロン以下の厚さおよびよ
り厚い厚さを含む様々な厚さを有することができる。
【０１０４】
　伝導性材は、少なくとも部分的に透明とすることができ、例えば、（２つの例示として
）酸化チタン（ＴｉＯ２）およびアルミニウムをドープした酸化亜鉛（ＡＺＯ）を含む透
明伝導性酸化物（ＴＣＯ）として知られる材料の一般分類のあらゆる部材を含んで成るこ
とができる。また、例えば銀ナノ粒子および金ナノ粒子などの視覚化を可能にする方法で
適用される他の伝導性材、ならびにエネルギーの伝導および視覚化を可能にする方法で適
用される他の伝導性材の用途を含むこともできる。
【０１０５】
　視覚化材の光学回折率は、用途、所望の光透過レベル、全体の光学性能および他の要因
に応じて、１．３～２．３の範囲の屈折率を有する材料を含む。透明伝導性酸化物は、３
８０ｎｍ～７５０ｎｍの可視範囲よりも短い波長に対応するエネルギーを有するバンドギ
ャップを有する透明材を含んで成ることができる。ＴＣＯの膜（またはフィルム、film）
は、例えばその表面上の点を横切って変化する伝導性を有することができる。一態様では
、膜は、ポーラス、ピンホール、および／または欠陥を有さないか、または実質的に有さ
ない。別の態様では、層におけるポーラス、ピンホールおよび／または欠陥の数およびサ
イズは、デバイスにおいて、層の性能に悪影響を与えない。膜の厚さは、１未満～約３５
００ｎｍの範囲とすることができる。態様では、異なる製造方法および意図された用途に
応じて、例えば、約１０、２０、３０、４０、５０、６０、７０、８０、１００、２００
、３００、４００、５００、６００、７００、８００、９００、１０００、１３００、お
よび１５００ｎｍの厚さなどの異なる厚さとすることができる。
【０１０６】
　透明導電膜は、インジウムスズ酸化物、ＡｌまたはＧａをドープした酸化亜鉛、Ｔａま
たはＮｂをドープした酸化チタン、Ｆをドープした酸化スズ、およびそれらの混合物とす
ることができる。酸化物層は、超薄金属層を直接酸化することによって、または酸化物を
蒸着させることによって形成することができる。ＴＣＯ材は、膜特性（他の特性の中でも
、例えば、透過率および導電率を含む特性）に影響を及ぼすために、多結晶、結晶または
非晶質の微細構造を有することができる。
【０１０７】
　透明伝導性材として生体適合性のＴＣＯを使用することもできる。例えばこれらの材料
は、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）、ハイドロキシアパタイト（ＨＡ）、二酸化ケイ素
（ＳｉＯ２）チタンカーバイド（ＴｉＣ）、窒化チタン（ＴｉＮ）、二酸化チタン（Ｔｉ
Ｏ２）、二酸化ジルコニウム（ＺｒＯ２）を含む。これらの材料は、例えば、アルミニウ
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ム（Ａｌ）、銅（Ｃｕ）、銀（Ａｇ）、ガリウム（Ｇａ）、マグネシウム（Ｍｇ）、カド
ミウム（Ｃｄ）、インジウム（Ｉｎ）、スズ（Ｓｎ）、スカンジウム（Ｓｃ）、イットリ
ウム（Ｙ）、コバルト（Ｃｏ）、マンガン（Ｍｎ）、クロム（Ｃｒ）、およびホウ素（Ｂ
）などの他の金属を有するｎドープであり得る。ｐドーピングは、特に窒素（Ｎ）および
リン（Ｐ）を用いて達成することができる。
【０１０８】
　ＴｉＯ２は、生体適合性材として機能することができ、室温から数百℃の温度範囲で基
材を被覆する可能性を供する。ＴｉＯ２は、初期粒子サイズ、初期相、ドーパント濃度、
反応雰囲気およびアニーリング温度に依存し得る複数の異なる多様な形の相を有する。Ｔ
ｉＯ２膜は、ゾルゲル、溶射、および物理蒸着を含む多くの方法によって一般的に合成さ
れる。
【０１０９】
　透明伝導性の、アルミニウムドープ酸化亜鉛薄膜（ＡｌｘＺｎｙＯｚ、ＺｎＯ：Ａｌ）
は少量（典型的には５重量％未満）のアルミニウムを含む。下にある基板は、材料の膜の
成長した構造および光電子特性に影響を及ぼし得る。基板が同一であっても、層の厚さ（
蒸着時間、基板上の位置）自体が、蒸着された薄膜の物理的な数値に影響を及ぼす。
【０１１０】
　成長した薄膜からの物理的な数値の変化は、（温度または圧力とする）プロセス・パラ
メータを変化させることによって、または（酸素または水素とする）プロセスガスへの添
加によって達成することもできる。一般的に、酸化亜鉛はアルミニウムでｎドープされて
いる。別に、ｎドーピングは、例えば、銅（Ｃｕ）、銀（Ａｇ）、ガリウム（Ｇａ）、マ
グネシウム（Ｍｇ）、カドミウム（Ｃｄ）、インジウム（Ｉｎ）、スズ（Ｓｎ）、スカン
ジウム（Ｓｃ）、イットリウム（Ｙ）、コバルト（Ｃｏ）、マンガン（Ｍｎ）、クロム（
Ｃｒ）、およびホウ素（Ｂ）などの金属と共に実施できる。ＺｎＯのｐドーピングは、窒
素（Ｎ）およびリン（Ｐ）を用いて達成することができる。
【０１１１】
　さらに、ＴＣＯにおいて、サブ波長の金属ナノ構造を組み込むことによって、ＴＣＯが
透明になる波長への変化をもたらすことができる。埋め込まれた粒子物品（embedded par
ticles articles）はまた、所望の波長で吸収および散乱を制御するために使用され得る
。材料の他の光学効果（吸収、散乱、光の閉じ込めまたは分解、ろ過、光誘起加熱などを
含む効果）にも影響を与えることができる。粒子の形態（サイズ、形状、密度、均一性、
適合性、分離、配置およびランダムまたは周期的な分布を含む形態）により、これらの効
果を設計することができる。
【０１１２】
　本発明の電極の基板は、本発明の透明電極構造が適用される、あらゆる適切な材料から
成ることができる。これは、別の伝導性材または誘電材を含むことができる。１つの例示
的な実施例では、光学要素１０は基板として機能する。他の基板には、特に、ガラス、半
導体、無機結晶、硬質またはフレキシブルなプラスチック材が含まれる。例示的な実施例
として、特に、シリカ（ＳｉＯ２）、ホウケイ酸塩（ＢＫ７）、ケイ素（Ｓｉ）、ニオブ
酸リチウム（ＬｉＮｂＯ３）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリエチレンテレ
フタレート（ＰＥＴ）である。
【０１１３】
　有機材は、伝導性材としても機能することができる。これらには、ポリ（３、４－エチ
レンジオキシチオフェン）およびその誘導体などのポリマーのネットワークとともに、赤
外光に対して高度に透明に製造できる、カーボンナノチューブ・ネットワークおよびグラ
フェンが含まれる。
【０１１４】
　ポリマーは、伝導性材としても機能することができる。例えば、ポリアセチレン、ポリ
アニリン、ポリピロールまたはポリチオフェンの誘導体などの伝導性ポリマーである。例
としては、ポリ（３、４－エチレンジオキシチオフェン）（ＰＥＤＯＴ）、およびＰＥＤ
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４、４－ジオクチルシクロペンタジチオフェン）または２、３－ジクロロ－５、６－ジシ
アノ－１、４－ベンゾキノン（ＤＤＱ）を使用することができる。ｎ型またはｐ型ドーパ
ントを有する他のポリマーを使用することもできる。
【０１１５】
　伝導性材の膜は、金属有機化学蒸着（ＭＯＣＶＤ）、金属有機分子ビーム蒸着（ＭＯＭ
ＢＤ）、噴霧熱分解（spray pyrolysis）、およびパルスレーザ蒸着、ディップ・コーテ
ィング、ペインティング、接着または特定の用途のために伝導性材を所与の基板に適切に
接着させるのに適する他の用途を含む、様々な蒸着方法を介して基板上に蒸着させること
ができる。ＴＣＯの製造技術は、膜のマグネトロン・スパッタリング、ゾルゲル技術、電
着、気相蒸着、マグネトロンＤＣスパッタリング、マグネトロンＲＦスパッタリング、ま
たはスパッタ蒸着法、超音波送達および溶接の両方の組合せを含む。加えて、熱プラズマ
、（低圧（ＬＰ）、金属有機（ＭＯ）、プラズマ増強（ＰＥ））化学蒸着（ＣＶＤ）、電
子ビーム蒸発、パルスレーザ蒸着および原子層蒸着（ＡＬＤ）を用いる高品質蒸着方法が
、特に適用することができる。
【０１１６】
　ＡＬＤなどの、わずか数ナノメートルの厚さの薄膜はフレキシブルであり、従って、人
体内部の内部または非医学的な所与の検査部位の内部の有害な粒子の、割れおよび形成お
よび広がりおよび拡散が起こりにくい。また、低および高タンパク質を結合する親和性コ
ーティングは、ＡＬＤによって蒸着させることができる。それらは、診断および調製分野
において、ならびに細菌増殖に耐性のある表面コーティングに特に有用である。
【０１１７】
　改善された伝導性材の特性を得るために、前後の蒸着処理（例えば、酸素プラズマ処理
および熱処理）を組合せることができる。酸素プラズマは、基板または伝導性材が高温に
よって影響を受ける場合に好ましい。伝導性材膜は、プロセス・パラメータの変動に応じ
て、広範囲の材料特性を有することができる。例えば、プロセス・パラメータを変化させ
ることにより、広範囲の、伝導性特性および膜の形態を得ることができる。
【０１１８】
　本明細書で使用する「コネクタ（connector）」という用語は、伝導性コーティングへ
の、電気的な、または他のエネルギーの伝達を可能にするあらゆる構造を意味すると広く
解釈されるべきである。「コネクタ（connector）」という用語は、永久的な接続（はん
だ、接着剤、撚り線、伝導性コーティングを有する伝導路）または交換可能な接続（プラ
グおよびハーネス・アッセンブリのような接続）、または電源から伝導性コーティングへ
とエネルギーを送る他の方法を指すことができる。コーティングまでの繋がるすべての方
法は、物理的な接続である必要はない。例えば、電磁場を介して、例えば、インダクタン
スによって、接続することができる。用語「コネクタ（connector）」はまた、接続を可
能にし、仲介し、強化し、あるいは他の方法で容易にする、構造および／または機能を含
み得る。特定のタイプのコネクタは、例えば電源との電気的な接続を供されるか、または
電源との電気的な接続が可能な伝導性材の領域であり得る端子である。端子は、例えば、
表面上に蒸着され、またエネルギー供給カテーテル上のワイヤの端部と接触するように成
形された伝導性金属層であり得る。
【０１１９】
　「コネクタ領域（connector area）」は、コネクタを取付け、載置し、被覆し、接着し
、固定し、粘着し、層状にし、重ねることができる領域、またはそうでなければ伝導性コ
ーティングにエネルギーを伝えることができる領域である。
【０１２０】
　システム、デバイスおよび方法についての多くの態様が説明されている。それにもかか
わらず、本開示の主旨および範囲から逸脱することなく、様々な変更がなされ得ることを
理解されたい。従って、他の態様も、添付の特許請求の範囲内にある。
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